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ど
に
よ
っ
て
河か

は
ん畔
ま
で
運
搬
し
、河
川
に
よ
っ

て
流
送
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
運
搬
方
法
は
効
率
が
悪
く
、
特
に
河
川

で
の
流
送
は
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
ま
す
し
、

丸
太
の
損
傷
や
流り
ゅ
う
ぼ
う亡が

多
い
な
ど
極
め
て
不

安
定
な
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
従
事

す
る
作
業
者
に
と
っ
て
大
き
な
危
険
が
伴
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
木
材
を
利
用

す
る
上
で
は
木
材
を
森
林
か
ら
運
び
出
す
運

材
工
程
が
最
も
隘あ
い
ろ路（
ネ
ッ
ク
）と
な
っ
て
い

た
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
木
材
の
運
搬
方
法
は
、
明
治
維

新
後
も
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
明
治
政
府
に
よ
る
殖
し
ょ
く
さ
ん
こ
う
ぎ
ょ
う
せ
い
さ
く

産
興
業
政
策
（
国

家
の
近
代
化
を
推
進
し
た
諸
施
策
）
に
よ
り

国
内
の
経
済
活
動
が
活
発
に
な
る
と
木
材
需

要
量
も
飛
躍
的
に
拡
大
し
ま
し
た
の
で
、
運

材
工
程
の
効
率
化
を
図
る
必
要
が
出
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
導
入
さ
れ
た
手
段
が
森
林
鉄
道
で
し
た
。

　
森
林
鉄
道
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。「
森
林
」、「
鉄
道
」と
も
に
一
般
的
な
言

葉
で
す
の
で
「
木
材
を
運
搬
す
る
た
め
に
森

林
の
中
を
走
る
鉄
道
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

多
く
の
方
が
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。「
鉄
道
」を
大だ
い
じ
り
ん

辞
林
で
み
る
と
「
レ
ー
ル

を
敷
い
た
線
路
上
を
汽
車・電
車
な
ど
の
車
両

を
走
ら
せ
、
旅
客・貨
物
を
輸
送
す
る
運
輸
機

関
」と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、「
森
林
鉄
道
」は

「
レ
ー
ル（
軌き
じ
ょ
う条
）を
敷
い
た
線
路
」の
上
を「
車

両
」で
あ
る
木
材
を
積せ
き
さ
い載

し
た
運
材
台
車
や
そ

れ
を
牽け
ん
い
ん引
す
る
機
関
車
が
、
木
材
輸
送
を
目

的
と
し
て
走
行
す
る
林
業
用
の
施
設
と
い
う

一
．
森
林
鉄
道
の
登
場

　
古
来
、
私
た
ち
は
森
林
か
ら
得
ら
れ
る
木

材
を
燃
料
に
し
た
り
道
具
や
住
居
の
材
料
と

し
た
り
生
活
の
様
々
な
場
面
で
利
用
し
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
樹
木
を
伐
採
し
て
作
る

丸
太
は
重
量
物
で
す
の
で
こ
れ
を
運
び
出
す

の
は
大
変
な
作
業
で
し
た
。
人
力
や
畜
力
に

よ
る
橇そ
り
、
木き

う
ま馬
、
滑
り
台
の
よ
う
な
修し

ゅ
ら羅
な

木材輸送の近代化を担
に な

った
森林鉄道
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こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
鉄
道
に
は
、
蒸
気
機
関
車
な

ど
の
動
力
を
も
っ
た
車
両
が
運
材
台
車
を
牽

引
す
る「
鉄
道
」と
運
材
台
車
の
重
量
に
よ
っ

て
下
り
勾こ
う
ば
い配

を
自
走
す
る
「
軌
道
」
と
が
あ

り
ま
し
た
。
両
者
を
総
称
し
て
「
森
林
鉄
道
」

と
い
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
最
初
に
作
ら
れ
た
森
林
鉄
道

は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
、
神
奈
川

県
津つ

く

い
久
井
郡
茨ほ

お
づ
き菰
御ご

り
ょ
う
り
ん

料
林
に
東
京
木
材
株

式
会
社
が
建
設
し
た
軌
道
と
な
り
ま
す
。
そ

の
軌
条
は
幅
一
二
㎝
、
厚
さ
七
．
五
㎝
の
モ

ミ
角
材
の
上
面
に
幅
三
㎝
、
厚
さ
三
㎜
の
鉄

板
を
打
ち
付
け
た
も
の
で
、
運
材
車
は
長
さ

二
ｍ
、
幅は
ば
う
ち
の
り

内
法
五
八
㎝
の
台
車
に
直
径
二
七

㎝
の
鋼
製
車
輪
を
四
個
取
り
付
け
た
も
の
で

し
た
。
な
お
、
茨
菰
御
料
林
に
は
他
に
二
路

線
が
あ
り
総
延
長
は
一
九
二
三
ｍ
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
翌
明
治
三
〇

（
一
八
九
七
）
年
に
は
、
三
重
県
尾お
わ
せ鷲
国
有
林

に
延
長
五
．
六
㎞
の
相あ
い
が賀
森
林
軌
道
が
民
間

企
業
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
運
材
工
程
の
近

代
化
は
国
有
林
内
に
お
け
る
民
間
事
業
者
が

建
設
し
た
森
林
鉄
道
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し

た
。
当
時
、
国
有
林
は
、
農の
う
し
ょ
う
む
し
ょ
う
さ
ん
り
ん
き
ょ
く

商
務
省
山
林
局

所
管
国
有
林
、
宮く
な
い
し
ょ
う
て
い
し
つ
り
ん
や
き
ょ
く

内
省
帝
室
林
野
局
所
管
御

料
林
、
内
務
省
北
海
道
庁
所
管
国
有
林
と
大

き
く
三
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の

国
有
林
に
お
い
て
も
立
木
の
状
態
で
売
り
払

う
立り
ゅ
う
ぼ
く
は
ん
ば
い

木
販
売
方
式
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
の
で
、
立
木
を
買
い
受
け
た
民
間
事
業
体

が
運
材
手
段
を
確
保
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

二
．
国
有
林
が
建
設
し
た
森
林
鉄
道

　
そ
の
後
、
山
林
局
所
管
国
有
林
で
は
国
自

ら
が
木
材
を
生
産
し
供
給
す
る
官か
ん
こ
う
し
ゃ
く
ば
つ

行
斫
伐
に

よ
っ
て
付
加
価
値
を
高
め
、
森
林
資
源
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
積
極
的
経
営
が
標ひ
ょ
う
ぼ
う榜さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
実
践
し
た
も
の

が
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
か
ら
始
め
ら

れ
た
国
有
林
野
特
別
経
営
事
業
で
す
。
特
別

経
営
事
業
は
、
国
と
し
て
所
有
す
る
必
要
の

な
い
森
林
原
野
を
売
り
払
っ
た
代
金
に
よ
り
、

森
林
計
画
の
樹
立
や
植
林
事
業
、
官
行
斫
伐

事
業
の
推
進
、
木
材
輸
送
施
設
の
整
備
を
進

め
る
も
の
で
す
。
木
材
輸
送
施
設
と
し
て
は
、

河
川
流
送
を
確
保
す
る
た
め
の
水
路
開
削
と

併
せ
、
陸
上
輸
送
用
の
車
道
の
建
設
が
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
車
道
と
は
い
っ
て

も
荷
車
な
ど
が
通
行
す
る
道
路
で
す
。
車
道

は
初
年
度
か
ら
調
査
事
業
が
始
め
ら
れ
翌
年

度
か
ら
各
地
で
建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
車
道
が
建
設
さ
れ
て
も
人
力
、

畜
力
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
十
分
な

成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
車
道
上
に
軌
条
を
敷
い
て
軌
道

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
、

大
阪
大だ
い
り
ん
く

林
区
署
管
内
で
真
っ
先
に
官
行
斫

伐
事
業
が
始
め
ら
れ
た
高こ
う
や
さ
ん

野
山
国
有
林
に
お

い
て
、
紀
ノ
川
沿
い
の
九く
ど
や
ま
度
山
土
場
と
支
流

丹に
う
が
わ

生
川
中
流
の
椎し

い

出で

土
場
と
を
結
ぶ
車
道
上

に
軌
条
を
敷
い
た
延
長
三
三
四
七
ｍ
の
高
野

山
森
林
軌
道
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
軌

道
が
、
国
有
林
が
建
設
し
た
初
め
て
の
森
林

鉄
道
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
軌
道
の
軌

条
間
の
幅
（
ゲ
ー
ジ
）
が
七
六
二
㎜
と
さ
れ
、

こ
れ
以
降
の
国
有
林
に
お
け
る
森
林
鉄
道
の

基
準
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
翌
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
な
る
と
、

各
大
林
区
署
に
お
い
て
も
軌
道
の
建
設
が
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
木
曾
の
阿あ
で
ら寺
御

料
林
に
帝
室
林
野
局
に
よ
っ
て
阿
寺
軽
便
軌
道

が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
軌
道
は
伐
採

作
業
に
従
事
す
る
作
業
員
の
食
料
や
日
用
品
を

運
搬
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

木
材
を
輸
送
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
森
林
鉄

道
か
ら
は
除
外
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
や
が
て
、
日
露
戦
争
の
勃ぼ
っ
ぱ
つ発

に
よ
る
木
材

需
要
量
の
急
増
か
ら
、
国
有
林
に
お
け
る
木

材
生
産
量
の
拡
大
が
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
軌
道
よ
り
も
輸
送
力
の
高
い
蒸

気
機
関
車
が
牽
引
す
る
鉄
道
の
建
設
が
計
画

さ
れ
ま
す
。
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に

青
森
大
林
区
署
管
内
の
津
軽
半
島
に
お
い
て

津
軽
森
林
鉄
道
の
建
設
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
路
線
は
、
津
軽
半
島
の
青
森
ヒ

バ
資
源
の
開
発
を
目
的
と
し
て
、
津
軽
半
島

内
を
大
き
く
北
側
に
迂う
か
い回

す
る
ル
ー
ト
が
選

択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
幹
線
だ
け
で

も
六
七
㎞
の
延
長
を
も
つ
路
線
と
な
り
、
明

治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
着
工
さ
れ
、
明

治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
一
月
三
〇
日
に

全
線
が
竣
工
し
ま
し
た
。
津
軽
森
林
鉄
道
は
、

幹
線
の
延
長
に
加
え
支
線
を
含
む
総
延
長
に

お
い
て
も
、
こ
れ
以
降
に
建
設
さ
れ
た
我
が

軌道鉄道

津軽森林鉄道開通祝賀会
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木材輸送の近代化を担った森林鉄道
国
の
森
林
鉄
道
の
中
で
最
大
の
規
模
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

　
北
海
道
庁
所
管
国
有
林
で
も
、
胆い

ぶ
り振

地
方

を
中
心
に
王
子
製
紙
な
ど
の
民
間
企
業
が
建

設
し
た
森
林
鉄
道
が
先
行
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
山
林
局
所

管
国
有
林
と
の
統
一
問
題
が
勃
発
し
た
こ
と

を
契
機
と
し
て
立
木
処
分
か
ら
官
行
斫
伐
事

業
へ
の
転
換
が
急
速
に
進
め
ら
れ
、
大
正

一
〇
（
一
九
二
一
）
年
に
国
有
林
に
よ
る
最

初
の
森
林
鉄
道
で
あ
る
北
見
管
内
留る

辺べ

蘂し
べ

林

区
署
の
恩お

ん

根ね

湯ゆ

森
林
鉄
道
、
置お

け
と戸

林
区
署
の

置
戸
森
林
鉄
道
が
竣
工
し
て
い
ま
す
。

　
帝
室
林
野
局
所
管
御
料
林
に
あ
っ
て
も
民

間
路
線
が
先
行
し
ま
し
た
が
、
河
川
の
流

送
条
件
の
厳
し
か
っ
た
木
曾
の
阿
寺
渓
谷
に

お
い
て
既
に
使
わ
れ
て
い
た
阿
寺
軽け

い
べ
ん
き
ど
う

便
軌
道

を
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
森
林
鉄

道
に
改
良
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
正
五

（
一
九
一
六
）
年
に
は
蒸
気
機
関
車
牽
引
に
よ

る
上あ

げ
ま
つ松

森
林
鉄
道
が
竣
工
し
て
い
ま
す
。

三
．
国
有
林
森
林
鉄
道
の
概
要

　
森
林
鉄
道
の
建
設
主
体
に
は
、
国
有
林
を

管
理
す
る
国
、
都
道
府
県
有
林
を
管
理
す
る

地
方
公
共
団
体
、
演
習
林
を
管
理
す
る
大
学
、

民
間
事
業
体
が
あ
り
ま
す
が
、
国
有
林
を
管

理
す
る
国
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
森
林
鉄
道

が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
国
有
林
が
建
設
し
た
森
林
鉄
道
の
概

要
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

国
有
林
が
建
設
し
た
森
林
鉄
道
は
、
高

野
山
森
林
軌
道
を
嚆こ

う
し矢
と
し
て
全
国
で

一
二
三
〇
路
線
、
総
延
長
八
八
〇
三
㎞
に
及

ん
で
お
り
、
そ
の
一
覧
は
林
野
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.rinya.m

aff.
go.jp/j/kouhou/eizou/
sinrin_tetsudou.htm
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建
設
の
推
移
を
み
る
と
、
明
治
三
七

（
一
九
〇
四
）
年
以
降
急
速
に
進
め
ら
れ
、

一
五
年
後
の
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
度
末

に
は
、
全
国
で
の
延
長
が
一
〇
〇
〇
㎞
を
超

え
、そ
の
一
七
年
後
の
昭
和
一
一（
一
九
三
六
）

年
度
末
に
は
五
〇
〇
路
線
に
達
し
、
二
年
後

の
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
に
は
路
線
延

長
が
五
〇
〇
〇
㎞
を
上
回
り
ま
し
た
。
戦
後

に
な
る
と
、
路
線
延
長
は
横
ば
い
か
ら
減
少

に
転
じ
ま
す
。

　
こ
の
間
、路
線
延
長
が
最
大
で
あ
っ
た
の
は

昭
和
二
二（
一
九
四
七
）年
度
末
の
六
四
六
七

㎞
で
あ
り
、路
線
数
は
昭
和
二
七（
一
九
五
二
）

年
度
末
の
八
一
五
路
線
が
最
大
で
し
た
。

　
長
大
路
線
と
し
て
は
、
津
軽
森
林
鉄
道
以

外
に
も
秋
田
県
の
小こ

あ

に
阿
仁
森
林
鉄
道
、
静
岡

県
の
千せ

ん
ず頭

森
林
鉄
道
、
木
曾
の
王お

う
た
き滝

森
林
鉄

道
、
兵
庫
県
の
波は

が賀
森
林
鉄
道
、
高
知
県
の

魚や

梁な

せ瀬
森
林
鉄
道
、
熊
本
県
の
内な

い
だ
い
じ
ん

大
臣
森
林

鉄
道
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
次
第
に
森
林
鉄
道
運
材
は
自
動

車
道
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
材
に
置
き
換
え

ら
れ
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
は
路
線
延

長
、
路
線
数
と
も
に
急
速
に
減
少
し
て
い

き
ま
す
。
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
度
現

在
、
国
有
林
野
事
業
の
資
産
と
し
て
計
上
さ

れ
て
い
る
現
役
の
森
林
鉄
道
は
、
鹿
児
島
県

屋
久
島
森
林
管
理
署
の
安あ

ん
ぼ
う房
森
林
鉄
道
の
一

部
、四
五
二
五
ｍ
の
区
間
一
路
線
だ
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
森
林
鉄
道
の
地
域
的
な
建
設
状
況
を
み
る

と
、
国
有
林
の
所
在
状
況
に
応
じ
て
、
北
海

道
、
東
北
地
方
、
中
部
地
方
、
南
四
国
、
南

九
州
に
多
く
、
分
布
範
囲
は
北
海
道
か
ら
九

州
、
沖
縄
県
の
西

い
り
お
も
て表

島じ
ま

ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
旧
営
林
局
ご
と
に
み
た
も
の
が

表
１
と
な
り
ま
す
。

四
．
活
躍
し
た
機
関
車
た
ち

　
森
林
鉄
道
の
う
ち
、鉄
道
は
機
関
車
に
よ
る

牽
引
を
前
提
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、当
初

か
ら
蒸
気
機
関
車
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。最
初

の
蒸
気
機
関
車
は
、明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）年

に
津
軽
森
林
鉄
道
に
導
入
さ
れ
た
米
国
ボ
ー

ル
ド
ウ
ィ
ン
社
製
リ
ア
タ
ン
ク
蒸
気
機
関
車

三
両
と
米
国
ラ
イ
マ
社
製
シ
エ
イ
式
蒸
気
機

関
車
で
す
。ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
社
製
機
関
車
は

シ
ュ
ガ
ー
ト
レ
イ
ン（
製
糖
工
場
用
）と
し
て

製
造
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、小
回
り
が
利
き
扱

い
易
か
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
後
、北
見
や
木

曾
の
森
林
鉄
道
に
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

森林管理局 旧営林局 路線数（路線）延べ延長（㎞）路線数（シエア） 延長（シエア）平均延長（m）
北海道 合　計 129 1,355.0 10.5% 15.4% 10,504 

旭　川 23 383.9 1.9% 4.4% 16,691 
北　見 54 454.8 4.4% 5.2% 8,422 
帯　広 34 313.0 2.8% 3.6% 9,206 
札　幌 18 203.3 1.5% 2.3% 11,294 
函　館 - - - - -

東　北 合　計 473 2,974.7 38.5% 33.8% 6,289 
青　森 255 1,464.9 20.7% 16.6% 5,745 
秋　田 218 1,509.8 17.7% 17.2% 6,926 

関　東 合　計 115 748.6 9.3% 8.5% 6,510 
前　橋 98 580.4 8.0% 6.6% 5,922 
東　京 17 168.2 1.4% 1.9% 9,894 

中　部 合　計 131 1,017.0 10.7% 11.6% 7,763 
長　野 88 699.4 7.2% 7.9% 7,848 
名古屋 43 317.6 3.5% 3.6% 7,386 

近畿中国 大　阪 79 341.7 6.4% 3.9% 4,325 
四　国 高　知 133 1,082.1 10.8% 12.3% 8,136 
九　州 熊　本 170 1,283.7 13.8% 14.6% 7,551 
総合計 1,230 8,802.8 100.0% 100.0% 7,157 

表１　旧営林局別の森林鉄道建設路線数及び延長

資料：各森林管理局保有の林道台帳及び国有林業務資料

資料：各森林管理局保有の林道台帳及び国有林業務資料

図１ 国有林における森林鉄道の路線数及び路線延長の推移
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そ
の
後
も
独ど

っ
こ
く国（
ド
イ
ツ
）
や
墺お

う
こ
く国（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
）
な
ど
輸
入
機
関
車
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
が
、次
第
に
雨
宮
製
作
所
、協
三
工
業
、

東
亜
車
両
製
な
ど
国
産
機
関
車
も
導
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
森
林

鉄
道
で
活
躍
し
た
蒸
気
機
関
車
は
約
二
〇
〇

両
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
運
材
台
車
の
自
走
に
よ
る
運
材
を

行
っ
た
軌
道
に
お
い
て
も
、
空
台
車
の
山

元
へ
の
回
送
作
業
は
人
力
や
畜
力
に
依
存
し

て
お
り
非
効
率
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
た
め
、

大
正
時
代
に
入
る
と
小
型
の
ガ
ソ
リ
ン
機
関

車
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
回
送
作
業
に

従
事
さ
せ
て
い
ま
す
。
や
が
て
、
運
材
台
車

の
牽
引
も
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
は
、
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
に
帝
室
林
野
局
が
上
松
運
輸

出
張
所
に
導
入
し
た
ド
イ
ツ
製
の
も
の
が
最

初
で
し
た
が
、
出
力
不
足
の
た
め
成
果
が
あ

げ
ら
れ
な
い
期
間
が
続
き
ま
し
た
。
戦
後
に

な
る
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
性
能
も
向
上

し
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
野
村
組

工
作
所
製
の
も
の
が
馬
路
営
林
署
に
導
入
さ

れ
た
の
を
は
じ
め
、
加
藤
製
作
所
、
酒
井
工

作
所
、
協
三
工
業
製
な
ど
の
機
関
車
が
数
多

く
導
入
さ
れ
、
蒸
気
機
関
車
に
置
き
替
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
軌
道
で
あ
っ
た
路
線
で
も

小
型
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
活
躍
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

  

機
関
車
以
外
に
も
主
要
な
森
林
鉄
道
に
は

職
員
輸
送
用
の
客
車
や
機
動
的
な
職
員
巡
視

用
の
小
型
モ
ー
タ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、木
曾
の
王
滝
森
林
鉄
道
で
は
、職
員
用

客
車
列
車
の「
み
や
ま
」号
や
町
所
有
の
学
童

通
学
用
専
用
列
車
の「
や
ま
ば
と
」号
が
あ
り

定
期
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

特
殊
な
車
両

と
し
て
は
、職
員
用
の
理
髪
車
や
皇
族
が
利
用

し
た
お
召
し
車
両
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

五
．
森
林
鉄
道
の
終
焉

　
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
に
向
け
国
内
の
木

材
需
要
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
で
木
材
価
格

が
高
騰
を
続
け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
経
済
の
安
定
的
発
展

に
悪
い
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
か
、
国
民
生

活
に
と
っ
て
も
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
当
時
は
未
だ
外
材
を

十
分
に
輸
入
で
き
る
だ
け
の
経
済
力
が
国
に

備
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
木
材
供

給
圧
力
は
国
有
林
に
向
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
有
林
に
お
い
て
は
、
昭
和

三
二（
一
九
五
七
）年
に
国
有
林
生
産
力
増
強

計
画
を
策
定
し
、
生
産
工
程
に
お
け
る
機
械

化
の
推
進
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
拡
大
造
林

の
展
開
な
ど
を
通
じ
て
、
供
給
す
る
木
材
量

を
大
幅
に
増
加
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
結
果
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）

年
度
以
降
、
伐
採
量
が
年
々
拡
大
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

一
方
、
各
生
産
工
程
で
の
生
産
性
向
上

米国ボールドウィン社製機関車（上松森林鉄道）米国ライマ社製機関車（魚
や な せ

梁瀬森林鉄道）東亜車両製機関車（仁
に ぶ な

鮒森林鉄道（能
の し ろ

代））

犬による空台車の回送作業

人
員
輸
送
用
の
客
車
列
車
（
王お
う
た
き滝

森
林
鉄
道
）

資料：林野庁「国有林野統計書」、「国有林野事業統計書」

図２　生産力増強計画後の伐採量と森林鉄道延長の推移
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木材輸送の近代化を担った森林鉄道
を
確
保
し
、
生
産
量
を
拡
大
し
て
い
く
上

で
、
運
材
工
程
を
担
う
森
林
鉄
道
は
、
奥お
く
ち地

急き
ゅ
う
し
ゅ
ん峻

地
形
箇
所
へ
の
延
伸
の
困
難
性
、
運

営
コ
ス
ト
の
増ぞ
う
す
う嵩
、
機
動
性
を
欠
く
運
材
ユ

ニ
ッ
ト
と
い
っ
た
面
か
ら
大
幅
な
延
伸
に
は

限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
昭
和

三
四
（
一
九
五
九
）
年
に
「
国
有
林
林
道
合

理
化
要
綱
」
が
示
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
運
材

へ
の
転
換
が
方
針
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
林
道
を
幹
線
林
道
、
事
業
林

道
、
管
理
林
道
の
三
種
に
区
分
し
、「
新
設
林

道
は
原
則
と
し
て
自
動
車
道
と
し
、
既
設
の

森
林
鉄
道
は
自
動
車
道
に
切
り
替
え
て
改
良
」

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
期
以
降
、
国
有
林
の
生
産
力
を
飛
躍

的
に
高
め
る
目
的
で
導
入
さ
れ
た
時
代
に
は

最
先
端
技
術
で
あ
っ
た
森
林
鉄
道
が
、
技
術

の
進
展
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
性
能
の
向
上
及
び

自
動
車
道
整
備
の
進
展
に
よ
り
相
対
的
に
非

効
率
な
も
の
と
な
り
、
国
有
林
の
生
産
力
を

高
め
る
上
で
の
隘
路
と
さ
れ
、
廃
止
さ
れ
て

い
く
と
い
う
運
命
を
辿た
ど
り
ま
し
た
。
林
業
に

お
け
る
各
生
産
工
程
に
お
い
て
、
そ
の
生
産

性
向
上
を
図
る
た
め
の
機
械
化
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
た
が
、
運
材
工
程
で
は
、

自
然
力
を
利
用
し
た
も
の
か
ら
、
森
林
鉄
道

輸
送
化
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
化
と
い
う
よ
う
に

土
木
工
事
の
転
換
を
伴
う
根
本
的
な
変
更
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
森
林
鉄
道
に
よ
る
本
格
的
な
木
材
輸
送
の

終
了
は
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
の
長
野

県
王
滝
森
林
鉄
道
の
廃
止
時
点
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
結
果
、森
林
鉄
道
運
材
は
、

明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
か
ら
昭
和
五
〇

（
一
九
七
五
）
年
ま
で
の
約
七
〇
年
間
と
い
う

長
期
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
、
我
が
国
に
お
け
る
運
材
工
程
の
近
代

化
を
担
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

い
え
る
で
し
ょ
う
。
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